
令和 2 年 11 月 25 日自立支援協議会本会議資料 
 

社会福祉法人渓明会 日中サービス支援型ホームこごみ 
～自立支援協議会への報告～ 

 
○事業の概要 
  ・所在地 ：小矢部市石動町 18-11  
        TEL：0766-50-8136  FAX：0766-50-8131 

・事業所名：日中サービス支援型ホームこごみ 
  ・定員  ：20 名（10 名×2 ユニット） 短期入所 2 名 
  ・対象者 ：障害福祉サービス（共同生活援助）の受給者 

（主に高齢・重度の方を受け入れ） 
  ・サービス内容：グループホームでありながら 24 時間の支援体制を確保し、相談、家

事等の日常生活の援助と排泄、入浴、食事などの介護サービスを提供

する。 
 
○報告事項 
 1）入居者及び支援の状況 
  ・入居人数(R2.11.15 現在) 
   
 
 
 
  
   ・主な日課    

時間 日課 
6：30 起床、着替え 
7：30 朝食 口腔ケア、洗面 
9：00 健康観察、継続治療 

10：00 日中活動・入浴 
12：00 昼食、口腔ケア 
14：00 日中活動・入浴 
16：00 ティータイム 
17：30 夕食、口腔ケア 
18：30 余暇、就寝準備 
21：00 就寝 

 
 
 

 人数 
男性ユニット 5/10 
女性ユニット 8/10 

合計 13/20 
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 2）実習生やボランティアの受け入れ 
  実習生に関しては開設間もないこともあり、実績なし。 
  ボランティアに関してもコロナの状況を見ながら受け入れを募っていくこととしてい

る。現時点では理容組合にて月１回来所していただき、散髪をしていただく予定となっ

ている。 
今後、シーツ交換、洗濯、趣味活動、見守り、外出支援など、要望があれば検討して

いくこととする。 
 
 3）地域住民との交流の機会の確保 
  天気の良い日には施設周辺を散歩しており、その道すがらでの出会いを通して、地域

の方や隣の福祉事業所の利用者さん等と交流を持っている。ゆくゆくは地域のイベント

や祭り等にも参加していきたい。 
 
 4）短期入所の受け入れについて 
  現在実績なし。 

男女各 1 室（2 名）ニーズを見出し応じていく。 
 
 5）重度化、高齢化のニーズ対応 
  もともと重度、高齢化への対応できるようにとの趣旨で開設した経緯から、優先して

受け入れている状況である。入居利用者の支援区分と年齢の人数は下記の通り。 
 ・障害支援区分分布 

 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 平均区分 
男性ユニット 1  4  4.6 
女性ユニット 2 1  5 5.0 

合計 3 1 4 5 4.8 
 ・年齢分布 

 ～50 50～59 60～69 70～79 平均年齢 
男性ユニット 0 0 2 3 69.0 
女性ユニット  1 3 4 69.5 

合計 0 1 5 7 69.3 
 
 6）外出・余暇支援の状況 
  毎週日曜日にスケジュールを立てて外出を実施している。ただし、少人数で無理なく

個別のニーズを満たせる範囲で行ている。職員２名で利用者様２～３名に対応。 
  （公園、道の駅、稲葉山牧場、スーパー、理美容室など） 
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 7）支援の質の向上 
  開所前の 9 月に配属職員を対象に研修を行った。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 8）体験利用のニーズ対応・自己決定の支援 
 ・現在入居されている方は全て体験入居を経ており、言葉がない方においては、体験利

用中の様子を確認しながら、本利用に繋げている。（体験利用での確認が意思決定支援

のひとつと考えている。）日常の支援においても利用者様の声を大切に、耳を傾けるこ

とはもちろん、シンプルかつわかりやすい選択肢の提供にも心掛けている。 

 研修 
9 月 3 日 オリエンテーション（社会福祉法人渓明会の理

念、基本方針等について） 
9 月 4 日 介護技術研修（排泄・移乗他） 

介助についての基本的な考え方について 
9 月 14 日 コミュニケーション研修 

9 月 17 日、18 日 現場研修（渓明園） 
9 月 23 日、24 日 食事提供研修 

31



日常の安定した生活・・・時々笑い

やんわりやわやわ、ゆったりゆるゆる

日常を大切にし、安定した生活を提供し
ます。その中でも、くすっと笑いがおこる
ような場にしていきます

余裕のある日課を設け、たとえば行動
に時間がかかったとしても、その人に
合った支援を行います

できること、やりたいことに目を向けて支
援していきます

できること、やりたいことを大切に

日常の生活について

アクセスマップ

入居にかかる費用

特 徴

・定員10名×2ユニット（男女別）
・24時間365日安心して過ごせるよう対応します。
・地域との関わりを大切にします。ちょっとした外出
や地域のイベントに参加します。

・ひとりひと部屋、自分の好きなように使っていただ
けます。

・身体にやさしい入浴設備、エレベータ、電動ベッド
など設備が充実。

・医療機関や他の福祉関係機関としっかり連携しま
す。
・家庭的な雰囲気を大切にします。

社会福祉法人渓明会
ホームこごみ TEL:0766-50-8136 (担当：能松)

お気軽にお問合せください

日中サービス支援型ホームこごみ

高齢又は重度の障がいを持った方の地域で
の生活を実現したグループホームです
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社会福祉法人手をつなぐとなみ野 

事業概要              Ｒ２．１１．２５ 
 
１．内容 ①共同生活援助事業所（グループホーム）の施設整備実施 
       利用者、保護者の高齢化が進み、家庭での支援がむつかしくなってきて

おり、当法人内で実施したアンケート調査結果においても、グループホー

ムでの生活を希望する利用者が多数いる。しかし、既存のグループホーム

の入居状況は満室となっており、要望を満たすことが困難な状況である。 
障害のある利用者が、高齢化した保護者との生活からの自立し、地域に

おいて生活を送るために、新たなグループホームを整備する。 
なお、災害時における被災障害者、高齢者等の受け入れ可能となる避難

スペースを設置する。 
②生活介護・通所介護事業所（共生型デイサービス）の施設整備実施 

       手をつなぐとなみ野に通所している利用者、保護者の高齢化に伴い、生

活介護、介護デイサービス等の利用が必要となってきている。また、地域

における高齢化も進み、介護デイサービス等の需要も潜在的にあることか

ら整備する。 

 

２．実施場所 小矢部市綾子5596 他６筆 

：1818.86㎡ 

３．建物概要(案) 

平面図 ：別紙 

建築面積：485.83㎡ 

延床面積：690.89㎡ 

 特徴 

・必要機能と土地面積の関係より、複層階とする。 

グループホーム 

      ・２階に配置し、入居６名＋体験又はショートステイ１名とする。 

      ・障害者対応も考慮し、宿直可能な管理人室を設置する。 

共生型デイサービス 

      ・１階に配置し、定員２０名とする。 

      ・サービス提供にあたっては、デイルームの他、食堂・プレイルームを設

け、活動エリアを広くする。 

      ・静養室、浴室を設置する。 

        福祉避難スペース 

      ・福祉避難スペースとして、災害時に障害者等３０名程度の長期避難生活

が可能。また、室内を複数に区分しての使用を可能とする。 

      ・通常は大会議室としての使用も可能である。 

      ・地域交流スペースとして開放し、ふれあいの場に有効活用する。 

４．事業開始 令和３年４月予定 

                 お問合せ先 社会福祉法人 手をつなぐとなみ野 

                            本部 米永 TEL 0766-68-3822 
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